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災害に向き合う人

東北地方太平洋沖地震

今、私たちにできること―

３
月

日
午
後
２
時

分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

11

46

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）９
・
０
も
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。

そ
の
直
後
に
は
地
震
に
伴
い
、
大
津
波
や
火
災
が
多
発
。

多
く
の
尊
い
命
、
幸
せ
な
生
活
を
一
瞬
に
し
て
飲
み
込
ん

で
し
ま
っ
た
。

写真提供 高遊原南消防本部

被災地に水を届けて 町水道課 工務係 亀鶴 雅洋技師
かめつる まさひろ

被災地での給水活動の様子
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東
日
本
大
震
災
は
、
想
像
を
絶
す

る
揺
れ
と
、
そ
れ
に
伴
う
巨
大
な
津

波
を
引
き
起
こ
し
、
多
く
の
尊
い
生

命
や
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、

今
も
な
お
続
く
余
震
や
不
自
由
な
避

難
所
生
活
、
ま
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
な

ど
目
に
見
え
な
い
敵
と
戦
い
続
け
て

い
ま
す
。

国
難
と
も
言
え
る
こ
の
非
常
事
態

に
、
３
月

日
、
町
で
は
緊
急
支
援

14

本
部
を
設
置
。
３
月
の
定
例
会
で
は
、

義
援
金
１
０
０
万
円
の
補
正
予
算
を

全
会
一
致
で
可
決
し
、
町
を
挙
げ
て

被
災
地
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

焔
被
災
地
支
援

・
義
援
金
箱
の
設
置（
４
月

日
現
在

14

５
，７
５
８
，９
４
４
円
）

・
支
援
物
資
の
受
け
付
け

焔
被
災
さ
れ
た
方
の
受
け
入
れ
調
査

・
空
き
家
・
空
き
部
屋
の
無
料
借
用

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
子
ど
も
の

受
け
入
れ

焔
高
遊
原
南
消
防
本
部
緊
急
消
防
援

助
隊
の
派
遣
（
第
１
次
隊
５
人
・

第
２
次
隊
５
人
）

焔
人
的
支
援

・
給
水
活
動
支
援（
町
職
員
１
人
）

・
罹
災
証
明
書
発
行
な
ど
の
支
援

り
（
４
月

日
か
ら
町
職
員
４
人
を

26

派
遣
。
今
後
も
随
時
派
遣
予
定
）

日
本
水
道
協
会
熊
本
県
支
部

の
要
請
を
受
け
、
本
町
か
ら
水

道
課
の
亀
鶴
技
師
が
、
４
月
７

日
か
ら

日
ま
で
宮
城
県
石
巻

14

市
の
給
水
支
援
に
あ
た
っ
た
。

「
被
災
地
は
瓦
礫
の
山
で
、

が

れ
き

道
路
は
水
没
し
、
満
潮
時
に
は

水
か
さ
も
増
す
想
像
を
絶
す
る

状
態
だ
っ
た
。
度
重
な
る
余
震

に
水
道
復
旧
し
た
地
域
も
再
び

断
水
す
る
状
態
。
被
災
地
で
は
、

自
ら
も

渥
入
っ
た
タ
ン
ク
の

20

水
を
持
ち
帰
っ
て
の
生
活
。ト

イ
レ
の
水
を
流
す
の
に
さ
え
15

渥
の
水
が
必
要
。
水
の
あ
り
が

た
み
を
痛
感
し
た
」と
語
っ
た
。

益
城
町
で
の
支
援
活
動


